
未来への一歩 地域とともに未来への一歩 地域とともに
　　　　　にぎわいあふれるまちへ　　　　　にぎわいあふれるまちへ

　新年あけましておめでとうございます。市民の皆様におかれましては、
つつがなく良き新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症への対応に加え、ロシアによるウク
ライナ侵攻等から生じた物価高騰が重なり、日々の暮らしへの影響も懸
念され厳しい年となりました。市としましても、キャッシュレス決済推
進事業、下水道使用料の基本料金免除、学校等への給食食材費支援、介護
・障害福祉施設への支援や困窮世帯受験生への支援など、市民生活を下
支えする取り組みを実施してまいりましたが、引き続き、国や東京都と連
携し、市民の皆様の生活を支えるために必要な対策を講じてまいります。
これまでの市政運営に関して、議員各位や市民の皆様、そして関係機関の
皆様の深いご理解とご協力を賜り、改めまして心から感謝申し上げます。
　私は市長就任以来、学校や児童館等に直接出向き、こどもたちの声を
聴く取り組みを続けてきました。こどもならではの斬新な発想に基づく
意見や、大人顔負けの研究発表などもあり、とても良い刺激を受けてい
ます。河川環境の大切さを訴えるポスターを落合川に掲示した取り組み
は、昨年度の第五小学校 ６年生の発案によるものです。今後もこのよう
な意見交換を行いながら、次代を担うこどもたちへの支援を更に強化し
てまいりたいと考えています。

　また、DX（デジタル・トラ
ンスフォーメーション）による
市民の皆様の利便性向上に向け
て、昨年 ６月に市民課窓口で「書
かない窓口」を開始し、お手間
を取らせない市役所への第一歩を踏み出しました。今後は、より進化さ
せて、スマホを持っている方も持っていない方も、利便性を享受してい
ただけるよう、「行かない・書かない・待たない市役所」を視点に改革を
進めていきたいと思っております。こうして、近未来型オフィスへと変
貌すべく取り組みを進めてまいります。
　人口減少、高齢化を背景に未だ困難な局面は続くと予想されますが、
先人の方々が繋いできた東久留米市を、多くの方々に住み続けたいと感
じてもらえるよう、そして皆様が今以上に明るい未来を信じられるよう、
歩み進み続けて初めて道は拓けるとの思いで、職員一丸となり、市政課
題の解決に向けて着実に取り組んでまいります。皆様のご理解とご協力
をよろしくお願い申し上げます。
　新しい年が皆様にとって幸多き年となりますことを心よりご祈念申し
上げ、年頭のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
東久留米市長

　昨年は、新型コロナウイルス感染症が 5 類へ移行し日常を取り戻しつつある中、皆　昨年は、新型コロナウイルス感染症が 5 類へ移行し日常を取り戻しつつある中、皆
さんの取り組みがまちに活気を生み、地域全体がにぎわいに包まれました。さんの取り組みがまちに活気を生み、地域全体がにぎわいに包まれました。
　本年もこのにぎわいが一層広がり、新たな出会いや楽しみが増え、皆さんにとって　本年もこのにぎわいが一層広がり、新たな出会いや楽しみが増え、皆さんにとって
喜びと幸せに満ちた、素晴らしい一年となることを心より願っています。喜びと幸せに満ちた、素晴らしい一年となることを心より願っています。

上段左から：市民みんなのまつり、滝山・前沢みんなの夏祭り。中段左から：東久留米西口駅前ナイトマルシェ、麦の収穫祭、地場産農産物の昼市。下段左から：東京商店街グランプリ準グランプリ受賞（まえさわ
小町商店会）、ハロウィンキッズパレード（滝山中央名店会）、駅前夏祭り（東久留米駅前商店会）
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開催日時 １ 月 ８ 日
▼午前１０時半から…久留米･西･南中学校の通学区域の方　
▼午後 １時半から…東・大門･下里・中央中学校の通学区域の方
　※各回いずれも開始２０分前から受け付け
開催場所生涯学習センター
内容式典（手話通訳あり）・アトラクション・フォトスポット
　※�同センター ２階にお抹茶席を用意しています。ぜひお立ち寄りくだ
さい。

対象者平成１５年 ４ 月 ２ 日～１６年 ４ 月 １ 日に生まれた方
注意事項▼対象の方には案内状を送付しています（届いていない方は式
当日に受付に申し出てください）▼お子さんや保護者の同伴はできませ
ん（障害のある方などの付き添いや介助を除く）▼会場の駐車場は利用で
きませんので、公共交通機関でご来場を
　※�障害のある方には駐車場を用意しますので、事前に電
話で市文化協会へお問い合わせください。

問い合わせ市文化協会☎０４２・４77・４7００または
　　　　　生涯学習課生涯学習係☎０４２・４7０・77８４

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が主催する中学生の「税についての作文」と、東村山間税会が主催す
る中学生の「税の標語」の表彰がありました。
　税についての作文には市内 7 中学校から５7２編の応募があり、１２人が入賞しました。また、南中学校
に感謝状が授与されました。
　税の標語には市内 7中学校から１,６１０編の応募があり、１２人が入賞しました。
　各受賞作品は、 １月１１日㈭正午～１５日㈪午後 ２時に市役所 １階エレベーター側の屋内ひろばで展示し
ます。入賞者は次の通りです（敬称略）。
■「税についての作文」入賞者
　�▼東久留米市長賞＝古谷愛梨（久留米中学校 ３年）▼東久留米市教育委員会教育長賞＝土方咲椰（下里
中学校 ３年）▼東久留米市租税教育推進協議会会長賞＝小貫日菜子（西中学校 ３年）▼東村山税務署長
賞＝水越愛（中央中学校 ３年）▼東京都立川都税事務所長賞＝髙橋絹（南中学校 ３年）▼東京納税貯蓄組
合総連合会会長賞＝柴田成琉（南中学校 ３年）▼東京納税貯蓄組合総連合会会長賞＝大川優（中央中学
校 ３年）▼多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長賞＝田中凛乃（南中学校 ３年）▼多摩武蔵納税貯蓄組合連
合会優秀賞＝八巻夢彩（大門中学校 ３年）▼一般社団法人東村山青色申告会会長賞＝竹中咲良（東中学
校 ３年）▼公益社団法人東村山法人会会長賞＝成田寧彩（大門中学校 ３年）▼東京税理士会東村山支部
長賞＝石井日和（東中学校 ３年）▼多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長感謝状＝南中学校

■「税の標語」入賞者
　�▼東久留米市長賞＝武田和己（中央中学校 ３年）▼東久留米市教育委員会教育長賞＝塚本若葉（下里中
学校 ３年）▼東村山税務署長賞＝松澤宏省（東中学校 ３年）▼東京都立川都税事務所長賞＝村松奏（南中
学校 ３年）▼東久留米市商工会会長賞＝田中凛乃（南中学校 ３年）▼公益社団法人東村山法人会会長賞
＝島辻勇輔（西中学校 ３年）▼東京税理士会東村山支部長賞＝吉田朱佑（中央中学校 ３年）▼一般社団法
人東村山青色申告会会長賞＝中川蒼士（東中学校 ３年）▼全国間税会総連合会入選＝島田脩羽（久留米
中学校 ３年）▼東京国税局間税会連合会佳作＝遠藤美羽（西中学校 ３年）▼東京国税局間税会連合会入
選＝佐竹孝太（南中学校 ３年）▼東村山間税会会長賞＝山本華音（東中学校 ３年）

「税についての作文」入賞者の皆さん

「税の標語」入賞者の皆さん

l納税課☎０４２・４7０・77２9中学生の「税についての作文」・「税の標語」の表彰中学生の「税についての作文」・「税の標語」の表彰

【東久留米市長賞】 【東久留米市長賞】

久留米中学校３年　古谷　愛梨 中央中学校３年　武田　和己

※受賞作文は、展示場所にてご覧ください

「税金は不公平なのか」 「税金が みんなの未来を 支えてる」

税についての作文税についての作文 税の標語税の標語

東久留米が誇る清流「落合川」と「黒目川」を楽しみなが
ら ５つのお寺をめぐる新春ウォーキングイベント！

開催日 １ 月１３日㈯、雨天決行・荒天中止
受付時間午前１０時～正午
（受付開始直後は混雑が予想されます）

二十歳（はたち）のつどいくるくる
チャンネルn

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付
金（追加給付分）（ ７万円）の支給について
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計へ
の影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、 １世帯あたり 7万円を支給
します。市では現在、支給に向けた準備をしています。
　対象と思われる世帯については、支給に関するご案内を １月下旬を目
途に送付予定です。支給要件や支給までのスケジュールなど詳細につい
ては市nで随時更新するほか、広報 ２月 １日号でお知らせ
する予定です。
l東久留米市重点支援給付金コールセンター
☎０４２・４7０・7８６３（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ８ 時半
～午後 ５時１５分） 市n

市n

　「開運！東久留米七福神めぐり」は、市内 ５つのお寺（多聞寺、米津寺、
大圓寺、宝泉寺、浄牧院）に祀られている七福神を巡り、 １ 年の幸福
や安全を祈願するお正月のウォーキングイベントです。
　落合川や黒目川の澄んだ清流沿いを中心に、豊かな自然が残るコー
スを楽しみながら、七福神に １ 年の祈願をしませんか（歩行距離約 7
㎞、所要時間約 ２時間）。
受付会場西口中央公園（本町 １−１２）
終点浄牧院（大門町 １− ３− ４）
参加費１００円（保険料を含む）
その他お寺ごとに、祀られている七福神の御尊像 １体（大圓寺は ３体）
を各５００円でお求めいただけます。また、浄牧院では午後 ３ 時まで記
念手ぬぐいを販売します。最新情報など詳細は市コミュニティサイト
「くるくるチャンネルn」をご覧ください
問い合わせ東久留米七福神めぐり実行委員会事務局（市民プラザ）
　　　　　☎０４２・４7０・7８１３

第20回 開運！第20回 開運！

東久留米東久留米
　七福神めぐり　七福神めぐり
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税の申告受付のご案内 l市民税・都民税の申告について＝課税課市民税係☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３３～２３３７）
　所得税の確定申告について＝東村山税務署☎０４２・３９４・６８１１

6年度市民税・都民税の
申告書受付および書類の配布

※簡易な確定申告（下表２）も受け付け

２月16日㈮から
市役所での受け付けは

　市民税・都民税の申告書を下表 １の通り受け付けます。
　また、所得税の確定申告書（簡易な申告に限ります。下表 ２参照）をご自身
で作成していただくコーナーを開設します。なお、混雑回避のため入場制限
を行いますので、状況によっては当日入場できない場合があります。あらか
じめご了承ください。
　なお、開設するコーナーでご利用いただくシステムは、国税庁nで公開さ
れている「確定申告書等作成コーナー」と同じものです。ご自宅にインターネ
ット環境があれば、 １月上旬から同庁nで確定申告書の作成が可能ですので
ご利用ください。
　※�「確定申告書等作成コーナー」の操作方法などの問い合わせについては、
市役所ではお答えできかねますのでご了承ください。

表１　申告受付日程など
会場 日程 受付時間

南部地域センター２階講習室 １月３１日㈬
午前９時半～正午
午後２時～３時半東部地域センター１階講習室 ２月１日㈭

わくわく健康プラザ１階講堂 2月２日㈮、２月５日㈪

竹丘地域市民センター第５会
議室（清瀬市竹丘１−１１−１） ２月８日㈭ 午前９時～１１時

午後１時～４時

市役所２階2０４会議室
（課税課特設会場）

２月１６日㈮～３月１５日㈮
※土曜・日曜日、祝日を除く。

午前８時半～午後３時半
※提出のみは午後５時まで。

※受付時間は、混雑状況などにより早く終了することがあります。
※確定申告書の「提出」は、税額計算を含め、内容が全て作成済の申告書をお預かりするものです。
※各会場とも車での来場はご遠慮ください。
※竹丘地域市民センターの詳しい場所は、清瀬市nでご確認ください。
※上記の受け付けはすべて市の課税課職員が対応します。税務署の職員はおりません。
※例年、開始時間直後が混み合います。時間をずらしての来場にご協力ください。

表２　確定申告書作成コーナーのご利用可否
申告の内容 作成コーナーのご利用可否

所
得
関
係

給与 ○ 源泉徴収票が必要です。

雑
年金（公的年金・個人年金） ○

源泉徴収票等が必要です。
※�支払年金額等のお知らせで「一時所得」に区
分されている個人年金（満期保険金の受け
取り等）の申告はご利用できません。

その他雑（報酬・講演料など） × 東村山税務署にご相談ください。

上記以外の所得（事業・不動産・配当
・一時・退職・分離など） × 東村山税務署にご相談ください。

控
除
関
係

医療費控除 ○ 「医療費控除の明細書」の作成・計算はご自身でお済ませください。

社会保険料控除 ○
国民年金保険料と国民年金基金の掛金は控除
証明書が必要です。国保・介護等納付済金額
についてはご自身でご確認ください。

生命保険料控除、地震保険料控除
○
控除証明書が必要です。
※�ワンストップ特例を申請している場合は、
必ず寄附金控除を追加してください。寄附金控除

住宅ローン控除 × 東村山税務署にご相談ください。

そ
の
他

特殊な申告（雑損控除、災害減免、外
国税額控除、住宅耐震改修など） × 東村山税務署にご相談ください。
令和５年分以外の申告・準確定申告

※作成コーナーは、申告する方ご自身でパソコンを操作して申告書を作成する特設会場です。
※確定申告書の手書きの記入方法などについては東村山税務署にご相談ください。
※提出のみの場合は、上記以外でも受け付け可能です。

期間 １ 月２２日㈪から
b市役所 １階エレベーター裏、わくわく健康プラザ、上の原・ひばりが丘・
滝山の各連絡所、東部地域センター
i市関連施設に配置する所得税の確定申告書類については、数に限りがあり
ますので、国税庁nからの印刷もご利用ください

◎６年度市民税・都民税申告書類および所得税の確定申告書
類の配置

◎６年度市民税・都民税申告書の発送
発送日 １ 月２２日㈪
e ５ 年度に市民税・都民税の申告書を提出された方
j同発送日から市nに申告書を掲載予定です。ご自宅などで
印刷していただき、郵送での提出にご協力ください。 市n

◎所得税などの
申告受付 2月16日㈮から

東村山税務署での「確定申告
書」作成（提出）会場開設は

東村山税務署からのお知らせ

　所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および
地方消費税ならびに贈与税の申告書作成会場を開設します。
開設期間 ２ 月１６日㈮～ ３月１５日㈮
　　　　午前 ８時半～午後 ４時（提出は ５時まで）
　※�土曜・日曜日、祝日を除く。ただし、 ２月２５日㈰に限り、
確定申告相談および申告書提出を受け付けます。

b東村山税務署（東村山市本町 １−２０−２２）
i▼当日は国税の領収、納税証明書の発行および電話相談は
行いません▼ １月 ４日以降、同税務署庁舎外も含め駐車スペ
ースがありませんので、公共交通機関をご利用ください▼例
年、 ３月は入場整理券の入手が困難となりますので、 ２月中
の来場をお勧めします▼東京税理士会東村山支部による「無
料申告相談」について、本年も東村山市内では開催しません。
実施場所につきましては国税庁nをご確認ください。
k混雑回避のため、申告書作成会場への入場は「入場整理券」
の事前発行を受けた方を優先とします。当日券も配布します
が、配布状況によっては受け付けを早めに締め切る場合があ
ります。
　「入場整理券」は、LINEアプリで事前に入手することが可
能です。LINEアプリでの事前発行では、国税庁LINE公式ア
カウントを「友だち追加」していただくことで、日時指定の「入
場整理券」を入手する手続きが行えます。詳細は国税庁nを
ご確認ください。

◎医療費控除を受けるためには「医療費控除の
明細書」の添付が必要です
　医療費控除を受ける際には「医療費控除の明細書」の添付が
必要です（領収書の提出は不要です）。「医療費控除の明細書」
を作成する際は、「医療費を受けた人」「病院・薬局」ごとに医
療費を合計して記載します。
　なお、「医療費控除の明細書」を含め、医療費控除の申告は、
国税庁nの確定申告書作成コーナーで作成できますので、ぜ
ひご利用ください。
　なお、医療費の領収書は自宅で ５年間保存する必要があり
ます（税務署から求められたときは、提示または提出しなけ
ればなりません）。

◎年金申告不要制度について
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、か
つ、その公的年金等の全部が源泉徴収の対象となっている場
合において、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万
円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税の確定申
告は必要ありません。
　ただし、所得税の還付を受けるには確定申告が必要です。
　※�所得税等の申告が必要ない場合でも、住民税の申告が必
要な場合があります。

◎確定申告書はスマートフォンから作成できます
　確定申告書(贈与税を除く)は、ご自身のスマートフォンと
マイナンバーカードを使用して、国税庁nの
「確定申告書等作成コーナー」から作成・提出
することができます。
　さらにマイナンバーカードを利用して、マ
イナポータルと連携すると申告に必要な各種
証明書等のデータを一括取得し、確定申告書
の該当項目へ自動入力ができて大変便利です。
　ご自身のスマートフォンで作成・提出した
確定申告書は、コンビニのプリントサービス
で控えを印刷することも可能です。

国税庁n
確定申告書等
作成コーナー

国税庁n
確定申告書等の
様式・手引き
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市

民

生

活

1月31日㈬納期限1月31日㈬納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

市民税・都民税 第4期

国民健康保険税 第7期

後期高齢者医療保険料 第7期

介護保険料 第7期

介
護
保
険
料
の
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を

　
６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
、
お
よ
そ
９
割
の
方
が
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
す
が
、
天

引
き
が
で
き
な
い
残
り
の
１
割

の
方
は
納
付
書
払
い
ま
た
は
口

座
振
替（
銀
行
や
郵
便
局
の
口

座
か
ら
の
引
き
落
と
し
）に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
に
つ
い

て
は
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

な
ど
が
な
い
よ
う
、
口
座
振
替

の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
給
付
の
制
限

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

督
促
状
の
送
付
、
延
滞
金
の
加

算
、
滞
納
処
分（
財
産
の
差
押

え
な
ど
）の
他
、
滞
納
期
間
に

応
じ
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る

際
に
保
険
給
付
の
制
限
を
受
け

ま
す
。
特
に
２
年
以
上
滞
納
す

る
と
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が

３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担

も
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
納
期
限
か
ら
２
年

以
内
の
滞
納
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
１
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ

を
発
送
予
定
で
す
。
介
護
保
険

料
は
、
納
期
限
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
付

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
の
制
限
を
受
け
な
い
よ
う
、

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
相
談
に
つ
い
て

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

滞
納
し
て
い
る
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
滞
納
が
積
み
重
な
る
前
に
、

早
急
に
納
税
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

l
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
＝
介

護
福
祉
課
保
険
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
１
８
、
納
付
相
談
に

つ
い
て
＝
納
税
課
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
０

国
民
健
康
保
険�

医
療
費
通
知
の
お
知
ら

せ
を
発
送
し
ま
す

　
健
康
管
理
や
医
療
に
関
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
月
上
旬
に
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
方
へ
医
療
費
通
知

の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
実
日
数
、
医
療

費
の
総
額（
１０
割
分
）、
被
保
険

者
負
担
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
金
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
額
は
含
み
ま
せ

ん
。

対
象
期
間
４
年
１１
月
～
５
年
１０

月
診
療
分

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

後
期
高
齢
者
医
療�

医
療
費
等
通
知
書
を�

送
付
し
ま
す

　
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
健
康
管
理
や
医
療
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
１
月
下
旬
に
対
象
者

へ
医
療
費
等
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
こ
の
通
知
に
よ
る
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
日
数
、
医
療
費

総
額（
１０
割
分
）、
自
己
負
担
相

当
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
総
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
金
額
は
含
み
ま

せ
ん
。

対
象
期
間
４
年
９
月
～
５
年
８

月
診
療
分

e
５
年
１２
月
１
日
現
在
、
都
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
資

格
が
あ
り
、
対
象
期
間
に
保
険

診
療
で
医
療
機
関
な
ど
へ
の
受

診
履
歴
が
あ
る
方

　
※
５
年
１２
月
２
日
～
１３
日
の

間
に
、
死
亡
に
よ
り
資
格
を
喪

失
さ
れ
た
方
は
除
外
し
て
い
ま

す
。

j
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の

際
に
添
付
す
る
こ
と
で「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」の
記
載
を

省
略
で
き
ま
す
。
な
お
、
５
年

９
月
～
１２
月
分
は
、
翌
年
度
の

送
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持

ち
の
領
収
書
に
基
づ
い
て「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
作
成

が
必
要
で
す

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

国
民
健
康
保
険
税
の
産
前�

産
後
期
間
の
軽
減
制
度

　
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
、

次
世
代
育
成
支
援
等
の
観
点
か

ら
、
東
久
留
米
市
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が

出
産
す
る
場
合
、
産
前
産
後
期

間
の
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減

し
ま
す
。

軽
減
内
容
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か

ら
４
カ
月
間（
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

ら
６
カ
月
間
）の
国
民
健
康
保

険
税
均
等
割
額
お
よ
び
所
得
割

額e
東
久
留
米
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
５

年
１１
月
１
日
以
降
に
出
産
し
た

方
、
ま
た
は
妊
娠
８５
日
以
降
に

出
産
す
る
予
定
の
方（
死
産
・

流
産
・
人
工
妊
娠
中
絶
お
よ
び

早
産
さ
れ
た
方
を
含
む
）

h
▼
出
産
予
定
日
や
多
胎
妊
娠

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）▼
世

帯
主
お
よ
び
対
象
と
な
る
方
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）▼

手
続
き
す
る
方
の
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

k
出
産
予
定

日
の
６
カ
月

前
か
ら
保
険

年
金
課（
市

役
所
１
階
）

でl
同
課
国
民
健
康
保
険
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
３
３

２０
歳
に
な
っ
た
ら 

国

民

年

金

　
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
病
気
や
怪
我
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

る
仕
組
み
で
す
。

　
た
だ
し
、
必
要
な
手
続
き
を

行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
す
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
２０
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
お
お

む
ね
２
週
間
以
内
に「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
き

ま
す（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

場
合
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
の
届
け
出
が
必
要
で

す
）。
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

は
、
保
険
料
納
付
の
確
認
や
将

来
年
金
を
受
け
取
る
際
な
ど

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」や「
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
」な
ど
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
・
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
ご
確
認
・
ご
用
意
の
上
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
）か
ら
の
申
請
も
可
能
で

す
。

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ９ 日㈮ 午後２時〜４時 東久留米建築
設計協会会員

市役所１階
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 ９ 日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所１階

相談室

前月末までに
障害福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 １４日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 ８ 日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所１階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ２ 月は実施しません（次回は ３月１３日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

2 月 の 無 料 相 談2 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

７ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１月２５日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１４日㈬
２１日㈬

２月１５日㈭
２８日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

７ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１月２３日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１４日㈬
午後 １時から

行政書士 ２月 ８日㈭

税務相談（ ５人）
２１日㈬

税理士 ２月１３日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ２月１５日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ８ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １月２５日㈭

交通事故相談（ ５人）

２８日㈬

弁護士

２月２２日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

５ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１月２４日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７２・００６１

１５日㈭
１９日㈪

２月 ７日㈬
２６日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） ２ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １月１９日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活



　「就学支援シート」は、お子さんが楽しく学校生活を送ることができるよう、
家庭・幼稚園・保育園などでの「お子さんの様子や気に掛けていること」「配慮
してほしいこと」などを入学する小学校へ伝える書類です。

介
護
認
定
に
基
づ
い
て

受
け
ら
れ
る
税
控
除

　
所
得
税
や
市
民
税
・
都
民
税

の
申
告
の
際
に
、
介
護
認
定
を

お
持
ち
の
方
は
税
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
介
護
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）

で
証
明
書
類
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

の
書
類
）

要
件
控
除
の
対
象
と
な
る
年
の

１２
月
３１
日
時
点
で
次
の
①
・
②

の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳

以
上
の
方
②
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
認
定
審
査
会
資
料
で

認
知
症
高
齢
者
自
立
度
が
Ⅱ
ａ

以
上
、
ま
た
は
障
害
高
齢
者
自

立
度
が
Ｊ
１
以
上
の
方（
申
請

後
、
同
課
で
確
認
）

◎
主
治
医
意
見
書
確
認
書（
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
た
め
の
書
類
）

要
件
次
の
①
・
②
の
両
方
に
該

当
す
る
方
①
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目

以
降
の
方
②
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
主
治
医
意
見
書
で
障

害
高
齢
者
自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
、

か
つ
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

（
申
請
後
、
同
課
で
確
認
）

　
※
該
当
し
な
い
方
で
、
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
た

い
場
合
は
、
２
年
目
以
降
も
医

師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。

◎
共
通
事
項

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
対
象
者

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
ま
た
は
写
し
）▼
申
請
者
の
本

人
確
認
書
類

k
l
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
５
５
３
～
２
５
５
７
）

こ
ど
も

と
教
育

児
童
扶
養
手
当
を 

振
り
込
み
ま
す

　
５
年
１１
月
～
１２
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
６
年
１
月
１２
日
㈮

に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
利
用
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
入
金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

i「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
が
な
い
方
ま
た
は
不
備
書

類
が
あ
る
方
は
、
１
月
に
手
当

が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
。
１
月

以
降
に
当
該
現
況
届
、
不
備
書

類
を
提
出
し
た
場
合
は
、
提
出

し
た
翌
月
の
振
り
込
み
に
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

６
年
度
新
入
学
児
童
・

生
徒
の
入
学
説
明
会

　
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
、
入
学
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
は
入

学
通
知
書
同
封
の
入
学
案
内
ま

た
は
市
n
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

h
上
履
き
、
筆

記
用
具

l
入
学
す
る
各
小
・
中
学
校

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
有
償
の
子
育
て

助
け
合
い
事
業
で
す
。
地
域
の

協
力
者
が
お
子
さ
ん
の
預
か
り

や
送
迎
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
利
用
を
お
考
え

の
方
は
、
早
め
の
登
録
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
１
月
２７
日
㈯
②
２
月
６
日

㈫
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か
ら

３０
分
程
度

b
①
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２

階
社
協
会
議
室
②
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
２

f
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

j
お
子
さ
ん
の
同
席
可（
保
育

な
し
）▼
登
録
後
、
別
途
会
員

同
士
の
顔
合
わ
せ
が
必
要

k
l
電
話（
☎

０４２
・
４
７
５
・

３
２
９
４
）
ま

た
は
直
接
同
セ

ン
タ
ー
へ

高
齢
者

・
福
祉

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
日

々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
を

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

１
月
は
中
部
・
西
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
す（
東

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

２
月
に
開
催
し
ま
す
）。

◎
中
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
学
園
町
・
ひ
ば
り
が

丘
団
地
・
本
町
・
中
央
町
・
幸

町
・
南
沢
・
前
沢
一
～
三
丁
目

・
南
町

a
b
１
月
２２
日
㈪
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
第
１
会
議
室

k
l
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
０
・
８
１
８

６
ま
た
は
☎
０４２
・
４
５
１
・
５

１
２
１

◎
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
・
下
里
・
柳
窪
・
野
火
止

・
八
幡
町
・
弥
生

a
b
１
月
２９
日
㈪
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
第
２
講
習
室

k
l
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６

１
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

視
覚
障
害
者 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
募
集

c
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
外
出

の
支
援（
外
出
先
に
お
い
て
必

要
な
視
覚
的
情
報
の
支
援
な

ど
）

e
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

（
一
般
課
程
）を
終
了
し
た
方

報
酬
時
給
１
３
４
１
円
か
ら

j
短
時
間
の
ガ
イ
ド
が
出
来
る

方
歓
迎

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

�

（
６
面
へ
続
く
）

市n市社協n

「就学支援シート」を
ご活用ください

配布場所市内および近隣市の各幼稚園・保育園、わか
くさ学園、中央相談室、滝山相談室、指導室（市役所
６階）
c同シートには、保護者や幼稚園などが次の事項を記
入します
　▼健康や日常生活面について
　▼人との関わりについて
　▼興味や関心のあることについて
　▼保護者から学校への要望など
e ６ 年 ４ 月に小学校に入学するお子さんの保護者で同
シートの活用を希望する方

提出方法保護者が必要事項を記入の上、各園などの担
任に提出してください。各園などで就学前機関の欄を
記入し、保護者に返却します。その後、保護者は保護
者欄に記入の上、原則各園などに提出してください（入
学する学校へ直接提出も可）
　※�「就学支援シート」は他の目的に使用することはあ
りません。

提出期間▼各園などに提出＝ ２ 月 ８ 日㈭まで▼入学す
る学校に提出＝ ２ 月 ５ 日㈪～１３日㈫
l指導室特別支援教育係☎０４２・４７０・８０３２

就学支援シート

今日から実践　フレイル予防のポイント教えて！
介護と予防

　市の６５歳健康寿命（東京保健所長会方式。要介護 ２以上）は、都内で男性が８３．４７歳で
２２位、女性が８６．９８歳で １ 位です（令和 ３ 年）。今号では健康寿命の延伸にもつながる、
フレイル予防のポイントをご紹介します。
■ポイント １ ＝「体力」足腰の筋肉を重点的に鍛えましょう
　「立つ・歩く・座る」といった日常生活に必要な大きな筋肉を鍛えることが大切です。「わ
くわくすこやか体操」は、市リハビリテーション協議会の理学療法士が作成し、市民の
皆さんと取り組んでいる東久留米市のご当地体操です。「よく転びそうになる」など、運
動機能に不安のある方におすすめです。幅広い世代の方々の健康づくりにも役立ちます。
■ポイント ２ ＝「社会参加」さまざまな「通いの場（地域活動）」に参加しましょう
　シニア世代の人とのつながりは、とても大切です。地域活動を続けることでフレイル
予防につながります。運動以外の趣味活動、ボランティア活動等でも効果があります。
無理なく楽しく、フレイル予防に取り組んでみましょう。まずは、地域包括支援センタ
ーに相談しましょう。また、フレイル予防について学ぶシャキシャキ介護予防教室に参
加しましょう。
　※フレイル（虚弱）とは＝年齢とともに心身
の活力（筋力や認知機能など）が低下して要介
護状態になるリスクが高い状態で、健康と要
介護の中間の状態です。予防のポイントは、
「栄養」、「体力」、「社会参加」、そして「口腔」の
３プラス １で、「食べて、動いて、人とつなが
る」ライフスタイルが効果的です。
l介護福祉課地域ケア係☎０４２・４７０・７７７７（内
線２５０１～２５０３）

栄
養

口
腔＋

体
力

社会
参加

フレイルの
予防習慣
３プラス１

東京都介護予防・フレイル予防ポータブルサイトを参考に作成
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（
５
面
か
ら
続
く
）

自
立
支
援
医
療 

（
精
神
通
院
）

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん

に
よ
る
、
通
院
の
た
め
の
医
療

費
助
成
の
制
度
で
す
。
通
常
、

医
療
保
険
で
は
医
療
費
の
３
割

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

自
立
支
援
医
療
制
度
を
併
用
し

た
場
合
の
負
担
割
合
は
原
則
１

割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
・
世
帯
の
所
得
や
疾
患
な

ど
に
応
じ
て
、
月
額
自
己
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、

一
定
所
得
以
上
の
方
は
非
該
当

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続
き

　
有
効
期
間
が
終
了
す
る
と
、

自
己
負
担
額
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
継
続
す
る

場
合
は
、
必
ず
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続

き
は
有
効
期
間
の
３
カ
月
前
か

ら
障
害
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
有
効
期
間
は
お
手
持
ち
の

受
給
者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
診
断
書
の
提
出
は
２
年
に
１

度
　
更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断

書
の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治

療
方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、

２
年
に
１
度
で
す
。
前
回
申
請

の
際
に
診
断
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
は
、
今
回
の
提
出
は
不

要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き

は
毎
年
必
要
で
す
。

　
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の

再
開
申
請
や
前
回
診
断
書
な
し

で
手
続
き
し
た
方
は
、
診
断
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
前
回
更
新
時

に
提
出
し
た
場
合
で
も
、
手
帳

更
新
の
た
め
に
診
断
書
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
、
前
年
度
と
課
税
状
況
が

変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効

期
間
の
途
中
で
も
所
得
区
分
変

更
手
続
が
で
き
ま
す
。
新
し
い

所
得
区
分
の
適
用
は
申
請
日
の

翌
月
初
日
か
ら
で
す
。

l
同
課
福
祉
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７住

環
境

１
月
８
日
月・祝
の 

ご
み
収
集

　
１
月
８
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集
日
や
分
別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎

０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
８

ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

で
）集

団
回
収
実
施
報
告
書

の
提
出

　
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に

登
録
し
た
団
体
が
、
対
象
の
資

源
物（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
・
古
布
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
）

を
市
の
登
録
業
者
に
引
き
渡
し

た
場
合
に
、
そ
の
回
収
量
に
応

じ
て
報
奨
金
を
交
付
し
、
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
報
奨
金

の
交
付
に
は
、
集
団
回
収
実
施

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

今
回
提
出
を
受
け
付
け
る
の
は

５
年
７
月
～
１２
月
実
施
分
で
す
。

対
象
団
体
市
に
団
体
登
録
し
て

い
る
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
・
社
会
福

祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

報
奨
金
交
付
額
回
収
実
績
量
に

応
じ
て
１
㌕
あ
た
り
９
円

必
要
書
類
①
東
久
留
米
市
集
団

回
収
実
施
報
告
書（
市
役
所
提

出
用
）②
前
回（
５
年
９
月
）の

報
奨
金
交
付
時
か
ら
団
体
登
録

の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は「
団
体
登
録
変
更
届
」、
報
奨

金
の
支
払
い
口
座
の
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は「
支
払
金

口
座
振
替
変
更
届
」

提
出
方
法
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に

（
消
印
有
効
）、
必
要
書
類
を
ご

み
対
策
課（
八
幡
町
２

−

１０

−

１０
）宛
て
郵
送
ま
た
は
直
接
同

課
へ

l
同
課
☎
０４２

・
４
７
３
・

２
１
１
７

東
京
消
防
庁
災
害
時
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
１
月
１５
日
～
２１
日
は
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す
。
東

京
消
防
庁
で
は
、
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
活
動
を
行
う

災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容
▼
平
常
時
＝
地
域
の

防
火
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
教

育
等
に
参
加
し
、
市
民
の
方
へ

の
防
災
指
導
を
実
施
▼
震
災
発

生
時
＝
消
防
署
の
支
援
活
動

登
録
要
件
次
の
①
～
③
の
要
件

を
満
た
す
方
①
東
京
消
防
庁
管

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方
②
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
を
行
う
意
思

の
あ
る
１５
歳
以
上（
中
学
生
を

除
く
）の
方
③
応
急
救
護
、
震

災
時
の
復
旧
活
動
の
支
援
に
関

す
る
知
識
を
有
す
る
方

k
l
電
話
で
東
久
留
米
消
防
署

防
災
安
全
係
☎
０４２
・
４
７
１
・

０
１
１
９
へ

お
知
ら
せ

「
く
る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
」 

運
営
委
員
募
集

　

東
久
留
米
の
情
報
サ
イ
ト

「
く
る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
」は
、

市
内
情
報
満
載
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
す
。
事
務
局
運
営
に
携
わ

っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

活
動
内
容
サ
イ
ト
の
活
性
化
企

画
、
実
施
。
市
内
情
報
発
信
に

か
か
る
記
事
掲
載
な
ど（
週
２

日
程
度
）お
よ
び
運
営
委
員
会

へ
の
出
席（
謝
礼
あ
り
）な
ど

活
動
場
所
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

応
募
要
件
メ
ー
ル
を
含
む
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

方
で
東
久
留
米
市
の
情
報
発
信

に
興
味
の
あ
る
方

募
集
人
数
若
干
名

任
期
７
年
３
月
３１
日
ま
で（
更

新
あ
り
）

k
件
名
に「
運
営
委
員
応
募
」と

明
記
し
て
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
連
絡
先
・
応
募
理
由
を
記

入
の
上
、
m（kuru-chan@

jcom
.zaq.ne.jp

）で
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
運
営
委
員
会

事
務
局
宛
て
送
信
を

l
同
事
務
局
ま
た
は
生
活
文
化

課
市
民
協

働
係
☎
０４２

・
４
７
０

・
７
７
３

８
デ
マ
ン
ド
型
交
通 

「
く
る
ぶ
ー
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
久
留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交

通「
く
る
ぶ
ー
」は
、
利
用
登
録

し
た
方
の
予
約
時
間
に
合
わ
せ

て
、
自
宅
と
乗
降
場
間（
鉄
道

施
設
お
よ
び
公
共
・
公
益
施
設

な
ど
３２
箇
所
）、
ま
た
は
乗
降

場
同
士
を
運
行
す
る
乗
合
型
の

地
域
公
共
交
通
で
す
。

　
乗
合
運
行
の
た
め
、
同
じ
時

間
帯
に
予
約
し
た
方
が
他
に
い

た
場
合
は
複
数
の
方
が
同
乗
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す
る
場
所
か

ら
乗
降
場
ま
で
車
両
が
送
迎
を

行
い
ま
す
。
身
近
な
交
通
手
段

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

e
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
▼
７０
歳
以
上
の

方
▼
妊
婦
の
方
▼
０
歳
～
３
歳

児
　
※
利
用
登
録
者
の
介
助
者
・

保
護
者
・
同
一
世
帯
の
方
も
同

乗
で
き
ま
す（
同
乗
者
は
登
録

者
と
同
じ
乗
降
場
で
の
み
乗
り

降
り
で
き
ま
す
）。

g
▼
登
録
料
＝
無
料
▼
利
用
料

金
＝
１
人
１
回
５
０
０
円（
同

乗
者
を
含
め
た
２
人
以
上
で
の

利
用
は
１
人
１
回
３
０
０
円
。

小
学
生
以
下
は
無
料
）

運
行
日
平
日（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
）

運
行
時
間
午
前
９
時（
利
用
者

出
発
）～
午
後
５
時（
利
用
者
到

着
）

乗
降
場
鉄
道
施
設
お
よ
び
公
共

・
公
益
施
設
な
ど
３２
カ
所

k
利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
①
道
路
計
画
課（
市
役
所
５

階
）窓
口
②

郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
道
路

計
画
課
宛
て

郵
送
を
）③

o（
０４２
・
４

７
０
・
７
８

０
９
）④
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
市
n
ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
）

l
同
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
８

市役所前を走る「くるぶー」

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
保

育
室
利
用
方
法
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
保
育
室
は
学
習
室
な
ど
の

利
用
を
す
る
団
体
の
方
に
貸
し

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

保
育
室
の
利
用
区
分
に
空
き
が

あ
る
と
き
に
は
、
保
育
室
単
独

で
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

開
始
日
３
月
１
日
利
用
分
か
ら

（
予
約
は
２
月
１
日
㈭
か
ら
）

i
予
約
・
利
用
に
は
事
前
に
団

体
の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す

j
▼
広
さ
＝
６１
㎡（
幼
児
用
の

洗
面
・
ト
イ
レ
付
）▼
定
員
＝

１５
人
▼
お
も
ち
ゃ
・
平
机
２
台

・
オ
ル
ガ
ン
は
無
料
で
貸
し
出

し
▼
利
用
料
金
な
ど
詳
細
は
同

セ
ン
タ
ー
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

予
約
方
法
利
用
日
の
１
カ
月
前

の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
前
日

ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
公
共
施
設
予
約
・
案
内
シ

ス
テ
ム
で（
先
着
順
）

l
同
セ
ン
タ

ー
☎
０４２
・
４

７
３
・
７
８

１
１

保育室

l環境政策課☎０４２・４７０・７７５３
　市民環境会議くらし部会では、地球温暖化防止を目的として ７
年 ７月末まで一緒に活動する小・中学生を募集します。
c「南極・北極から見た地球環境」の講演視聴、季節の食材を使っ
て食品ロスの削減や地産地消を学ぶ「エコクッキング」、施設の見
学など（予定）
e市内在住の小・中学生
f先着１０人
g一部負担あり（食材費など）
j詳細は市nをご覧ください
k １ 月２２日㈪までに環境政策課宛て電話（☎０４２・４７０・７７５３）、m
（kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp）またはo（０４２・
４７０・７８０９）で、「エコキッズ２０２４」、参加者の住所・氏名・年齢・
電話番号をお伝えください

市n

エコキッズ2024募集

電子請求システムで
経理事務を効率化しませんか

市n

　 ６年 ３月より、東久留米市と取引を行う際は、見積
書・納品書・請求書等をデジタル化して送付できるよ
うになります。利用にあたっては、利用申込が必要で
す。詳細は必ず市nをご覧ください。
◎電子請求システムの説明会を実施します
　経理事務の効率化に興味のある事業者は、ぜひご参加ください。
ab右表のとおり
cシステムの概要や操作方
法の説明
k開催日前日（平日）の午前
１１時までに、市nの申し込
みフォームで
l会計課☎０４２・４７０・７８５４

表　説明会の開催日程など
日時 場所

２月５日㈪
　午後２時～３時半

市役所７階７０４会議室
またはWEB視聴

２月６日㈫
　午前１０時～１１時半
２月６日㈫
　午後２時～３時半

市n

6．1．7 6

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ住環境高齢者・福祉

市n

くるくる
チャンネルn

同センターn

市n専用フォーム



職
員
募
集

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

①
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
相
談

支
援
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
専
門
職
）

勤
務
時
間
月
１６
日
、
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
１５
分
の
シ
フ
ト

勤
務（
土
曜
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
内
容
次
の（
ア
）ま
た
は

（
イ
）▼（
ア
）０
～
１８
歳
未
満
の

こ
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
総
合

相
談
・
児
童
虐
待
対
応
・
電
話

相
談
・
面
接
相
談
・
家
庭
訪
問

等
に
よ
る
個
別
援
助
業
務
▼

（
イ
）支
援
を
要
す
る
妊
産
婦
お

よ
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
お

よ
び
増
進
に
関
す
る
各
種
相
談
、

情
報
提
供
・
助
言
・
保
健
指
導

業
務

応
募
資
格
医
療
・
福
祉
関
係
の

資
格（
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
保

健
師
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免

許
、養
護
教
諭
、保
育
士
な
ど
）

お
よ
び
普
通
運
転
免
許
を
有
し

て
い
る
方
▼
児
童
福
祉
や
母
子

保
健
に
関
す
る
相
談
業
務
や
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
従
事
経
験
の

あ
る
方（
新
卒
不
可
）で
パ
ソ
コ

ン
の
入
力
が
で
き
る
方

報
酬
月
額
２６
万
５
９
０
円（
別

途
、
交
通
費
相
当
額
と
期
末
手

当
の
支
給
は
市
の
規
定
に
よ

る
）

応
募
書
類
▼
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の

写
し
▼
希
望
の
勤
務
内
容（
ア
）

ま
た
は（
イ
）を
明
記
し
た
上
で
、

志
望
動
機
を
原
稿
用
紙
で
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

▼
８４
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒

②
一
般
事
務（
会
計
年
度
任
用

職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
１６
日
程
度
、
月
曜

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時

勤
務
内
容
セ
ン
タ
ー
事
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
文
書
の
送
付
、
経
理

事
務
、
報
酬
支
払
い
事
務
、

W
ord

やExcel

を
使
用
し
て

入
力
す
る
事
務
な
ど

報
酬
時
給
１
１
１
３
円（
別
途
、

交
通
費
相
当
額
と
期
末
手
当
の

支
給
は
市
の
規
定
に
よ
る
）

応
募
書
類
▼
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）▼
８４
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒

市n

《
共
通
事
項
》

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

勤
務
場
所
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
内
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
若
干
名

i
▼
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
▼
こ
の
採
用
は
、
令

和
６
年
度
予
算
の
成
立
が
条
件

と
な
り
ま
す

k
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に（
必
着
）、

応
募
書
類
を
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
を
▼
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所（
仮
称
）こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
準
備
担
当
宛
て
郵
送
▼

事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、（
仮

称
）こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
準

備
担
当（
市
役
所
４
階
）へ
持
参

（
閉
庁
日
時
を
除
く
）

l
同
セ
ン
タ
ー
準
備
担
当
☎
０４２

・
４
７
０
・
８
０
３
１

学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員

①
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

報
酬
月
額
２１
万
２
８
８
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼「
児
童
厚
生
指
導
員
と
し

て
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や

意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

②
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
３
３
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

《
共
通
事
項
》

任
用
期
間
２
月
１
日
～
３
月
３１

日募
集
人
数
若
干
名

i
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
は

返
却
し
ま
せ
ん

j
▼
祝
日
は
勤
務
日
に
含
め
ま

せ
ん
。
交
通
費
相
当
額
と
期
末

手
当
の
支
給
は
、
別
途
市
の
規

定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
▼
①
に

つ
い
て
は
社
会
保
険
の
加
入
あ

りk
１
月
１５
日
㈪
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
応
募
書
類
を

直
接
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少

年
係（
市
役
所
２
階
）へ
持
参
を
。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
決
定

◎
募
集
説
明
会

a
１
月
９
日
㈫
午
前
１１
時
か
ら

（
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

b
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

k
当
日
会
場
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

官
公
署

　
な
ど

下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

c
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
な
ど（
全
４
回
）

e
６
年
４
月
１
日
現
在
、
満
１８

歳
以
上
で
都
内
在
住
の
方（
公

務
員
、
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
た
方
、
島
し
ょ
在
住
を
除

く
）で
、
n
の
閲
覧
と
m
の
送

受
信
が
で
き
る
方

f
１
０
０
０
人
程
度（
応
募
多

数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決

定
）

任
期
６
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間謝
礼
回
答
数
に
応
じ
図
書
カ
ー

ド
贈
呈（
任
期
末
に
ま
と
め
て

送
付
）

j
詳
細
は
都
下
水
道
局
n
を
ご

覧
く
だ
さ
い

k
１
月
５
日
㈮
午
前
１０
時
～
２

月
２８
日
㈬
午
後
５
時

l
同
局
総
務

部
広
報
サ
ー

ビ
ス
課
☎
０３

・
５
３
２
０

・
６
６
９
３

に
せ
都
税
メ
ー
ル
・
電
話 

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
都
税
事
務
所
の
職
員
を
装
っ

て
、
個
人
情
報
を
不
正
に
取
得

し
た
り
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ

う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
場
合
は

即
答
せ
ず
に
、
問
い
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
万
が
一
被
害
に
あ
わ

れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

l
東
京
都
主
税
局
総
務
部
総
務

課
相
談
広
報
班
☎
０３
・
５
３
８

８
・
２
９
２
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集

　
市
内
在
住
で
原
則
６０
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

を
募
集
中
で
す
。
ま
ず
は
入
会

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

a
１
月
１７
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時
の
間
で
１
時
間
程
度

b
同
セ
ン
タ
ー（
下
里
４

−

１

−

４４
）

c
入
会
説
明
会

h
年
度
会
費
１
２
０
０
円
、
筆

記
用
具
、
本
人
確
認
書
類

k
l
１
月
１５
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
０
７
３
８
へ

預
け
て
安
心
！
自
筆
証

書
遺
言
書
保
管
制
度

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

は
、
ご
自
身
で
書
い
た
遺
言
書

を
法
務
局
で
保
管
で
き
る
制
度

で
す
。
法
務
局
に
預
け
る
こ
と

で
、
遺
言
書
の
紛
失
、
遺
言
書

が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
、
書
き

換
え
ら
れ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
法
務
省
n
ま
た
は
法
務

局
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
東
京
法
務
局
府
中
支
局（
遺

言
書
保
管
担
当
）☎
０４２
・
３
３

５
・
４
７
５
３（
ガ
イ
ダ
ン
ス

４
番
）

都下水道局n

市n

会 員 募 集
◆カラオケ（ひまわりクラブ）＝a月 ２回。水
曜日午前１０時〜正午b東部地域センターg入
会金１,０００円、会費月２,０００円jプロの作曲家
先生が歌の基礎から親切丁寧に指導。初心者
歓迎見学可l荒川☎０４２・４７７・４３１８
◆エビス絵画＝a月 ２回。第 １・第 ３金曜日
午前１０時〜正午b生涯学習センターg入会金
３,０００円、会費月４,０００円j初心者歓迎。静物、
人物、風景など身近なものを描くl村田☎
０９０・５５３４・８５３８
◆東久留米市山岳連盟＝a月 ２〜 ３回。土曜
または日曜日午前 ７時〜午後 ５時他b奥武蔵、
秩父、奥多摩などの山々g入会金５００円、会
費月５００円他j近郊の山々にふれて、楽しみ
や喜びをみつけ健やかな体をつくろうl中山
☎０９０・４６７５・７１４８
◆古武術（練心武友会）＝a毎週日曜日午前１１
時半〜午後 １時４０分bスポーツセンターg入
会金３,０００円、会費月３,０００円j居合、棒、柔
体術など行います。未経験の方も歓迎します
l細谷☎０４２・４２１・４０７５
◆スローピッチソフトボール（東久留米スト
ーンズ）＝a毎週土曜日・日曜日午後 １ 時〜
３ 時他b南町グラウンドg会費年６,０００円j
６０歳以上を中心に楽しく汗を流しています。
仲間になりませんかl北風☎０８０・３０８４・
５２４９

催 し
◆にじメディア上映イベントvol.２０＆ワーク
ショップ展示会（にじメディア制作委員会）＝
a ２ 月 ２ 日㈮午後 １時〜 ８時b市民プラザホ
ール（市役所 １階）他j障害理解について考え
る映画上映と作品展示。出入り自由l齋藤☎
０４２・４５８・０７１２

◆婚活in東久留米～湧水の街で素敵な出会い
を～（東久留米青年会議所）＝a ２ 月１７日㈯午
後 ５時〜 ７時bオレンジセオリーフィットネ
ス東久留米店g参加費３,０００円j２０歳〜３９歳。
詳しくは、東久留米青年会議所nをご覧くだ
さいl工藤☎０８０・６６９０・９１０３
◆ゆいまぁるカフェ（地域ケアネットワーク
　ゆいまぁる）＝a毎月第 ４ 土曜日午前１０時
〜正午bゆいまぁる南沢 １階デイルームg参
加費１００円j認知症でなくても、一人暮らし
の方や楽しくおしゃべりしたい方どうぞl奥
村☎０４２・４７９・５７７２
◆創立３０周年記念春を待つコンサート（清瀬
室内合唱団）＝a １ 月２７日㈯午後 ２時開演（午
後 １時半開場）b清瀬アミューホールj「おお
雲雀」、「小さな空」、「大きな古時計」、「遥かな
友に」、「荒城の月」他l髙橋☎０４２・４５６・１１９１
◆食べること生きること中学校給食がなぜ必
要か（三市中学校給食つながる会）＝a ２ 月 ３
日㈯午後 １時半〜 ４時b自由学園記念講堂g
５００円j講師は京都大学藤原辰史准教授。高
校生以上は学生証提示で無料l永山☎０８０・
５０５２・１１６１
◆相続・空き家・遺言の相談会（NPO法人ブ
ループレートプロジェクト）＝a １ 月１３日㈯
〜 ２月２９日㈭、いずれも午前 ９時〜午後 ６時
b生涯学習センター他j完全事前予約制。初
回５０分。まずはご相談くださいl工藤☎０９０
・９１０６・７６４７
◆第１０回銀杏寄席（東久留米三田会）＝a １ 月
２７日㈯午後 ２時〜 ４時１５分b成美教育文化会
館g５００円j出演：駒与志社中、演目：開口
一番、時そば等（当日変更有）l中川☎０９０・
２４９６・３５０２
◆第 ６ 回吟詠の集い（令和吟詠会）＝a １ 月２８
日㈰午前１０時〜午後 ４時（午前 ９時半開場）b
西部地域センターj各詩吟サークルの会員が
漢詩の吟詠を中心に練習成果を発表しますl
柿崎☎０９０・４８２３・０６１７

市 民 伝 言 板
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